
Ｎ０．６２２００５ＪＵｌｙ

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちのＦ７！
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ケアにおける「傲慢」と「謙遜」

愛知いのちの電話協会理事

私は、いまは臨床から離れて１０年になります

が、元来は内科医。若いころは、騨臓病を専門に

扱う消化器病医でした。豚臓病診療は、診断技術

が発達した現在は、２、３０年前とはすっかり様変

わりしましたが、以前の診断は、専門医の職人的

な勘に頼るようなところが多分にあったのです。

大学病院の専門外来に「豚臓病」として紹介され

てくる患者さんの半数以上が、「眸臓病」とは「似

て非なる病気」でした。その大多数は「消化器心

身症」で、そのなかに何人かの「慢性疼痛」の方

が含まれていました。

心身医学用語事典（医学書院）によると、「慢

性疼痛」は、「長時間痛みが持続し、再発を繰り

返し、障害の程度と痛みの強さとの間に明らかな

相関がなく、云々」と書かれています。つまり、

痛みを訴えるものの、それに見合う身体レベルの

病変や相応しい理由が見いだせない病気です。そ

うは言っても痛みだけに、ご本人にとって大変つ
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戸 田

今回、名古屋いのちの電話の大切な機関紙に原

稿を依頼されました。

わたくしは、名古屋いのちの電話の創設期に、

電話相談貝の訓練委員として、しばらくお手伝

いをしたことがあります。昨年４月から、今度は

法人理事として再びお手伝いすることになりまし

た。そんな新米理事が、大切な機関紙への原稿依

頼をいただきました。「題は自由に」ということ

ですから、ご挨拶を兼ねて、少しばかり最近感じ

ていることをお話させていただきます。

安 士

らぃ病気ですし、容易に完治せず長い経過をたど

る病気です。

ですから、私が大学病院を定年退職するころに

は、目曼性疼痛」の忠者さんを何人も抱えていま

した。そして、「私が辞めたあと、この方たちは

どうなるのだろうか」とひそかに案じていました。⌒ヽ。

と言うのは、この方たちは、医師としての私に大

きな信頼を寄せてくださっていたからで、「ここ

をやめないで…」というメッセージをことある毎

に聞かされていたからです。とりわけ、二三のフ

ァン（？）の方から、よくこんなことを言われま

した。「不思議というか、皮肉というか。今日こそ、

日頃の悪いところを診てもらおうとここにきて、

あなたの顔を見ると痛みが治まってしまうんです

よね」それを聞かされた私は、お恥ずかしい話で

すが、「この患者さんの痛みを治せるのは自分し

かないんだ」と悦に入っていました。いよいよ退

職の日がきて、私は後ろ髪を引かれる思いで、そ

の方たちを他の医師に委ねて大学を去りました。、～

それから１、２年たったころだったと思います。

私の在職中は２週毎、午前３時半に家を出て一番

で私の診察を受けにきておられた患者さんから一

通の手紙をもらいました。驚いたことに、そこに

は、「いつの間にか痛みが和らいで、いまは元気

に畑仕事をしています」としたためられていまし

た。詳細は分りませんが、その方は医療機関にも

かかっていない様子でした。

私は、ある種のショックをもって、その手紙を

何度も読み返しつつ考えました。「もし私が辞め

ないで、この患者さんの主治医であり続けていた



所

ら、果たして、この方の今日があっただろうか」

ということです。紆余曲折はあったにせよ、この

方は、私から離れて初めて、いまの生活を取り戻

されたに相違ないと思われたのです。言いかえま

すと、この方は、私との医師・患者関係のなかで、

「慢性疼痛」という役割を担わされていたのかも

知れません。

「医原性疾患」という概念があります。もう一

度、心身医学用語事典（前出）を引いてみますと、

「医師の診察、態度、説明などに対する反応として、

患者の自己暗示によって引き起こされた疾患」と

定義されています。この場合の多くは、患者さん

の不安や疑念を無視した医師の不用意な発言や態

度といったネガティブな側面が問題になります。

しかし、医師の言動に起因する場合を「医師原

性疾患」と、あえて命名された故石川中東大教授

のお考えには、依存的な医師・患者関係も視野に

入っていたのかも知れません。後年、親子関係で

マスコミの話題にもなった「共依存」の関係の、

医師・患者版とでもいうのでしょうか。いずれに

しても、この方の「慢性疼痛」は、主治医である

私との関係のなかで固定化された医原病だったと

考えるのが、妥当なように思われるのです。

ところで、「医原性疾患」が「医師の言動に対

する反応」として生ずる人間関係の歪みだとすれ／ｗｙ’ｗ゛ｕ’Ｊｗり゛ゝ-ｌ．-／--ｙ／ゝ・“・●／ＮＦＩ’●’／．ｕ＝；-゛／’ｆ４ｓ・-ＺＩ●￥

燃 ば 、 医 師 の 代 わ り に 、 教 師 で も 、 両 親 で も 、 友 人

でも当てはめることができるはずです。そのなか

には、悪意に満ちた支配的人間関係による被害だ

けではなく、善意の支配的あるいは共依存的関係

によって、人知れず苦しんでおられる方もいらっ

しゃるに違いありません。

いのちの電話の相談は、こうした人間関係のな

かでの悲鳴にも似た声に耳を傾けるケアの営みと

言うことができます。名著「ケアの本質（ゆみる

出版）」を著したミルトン・メイヤロフは、その

冒頭に、「一人の人格をケアすることは、最も深
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い意味で、その人が成長すること、自己実現する

ことを助けることである」と言い、同時に、「他

の人々をケアすることを通して、他の人々に役立

つことによって、その人（ケアをする人）は自身

の生の真の意味を生きているのである」と語りま

す。このように、真のケアの関係は、「ケアし、

かつケアされる」相互性を、その本質において内

在させているものでしょう。

そういう観点から言えば、前述の「慢性疼痛」

の患者さんと私との関係は、相手の成長や自己実

現を妨げていながら、一方的に、相手のために役

立っていると確信していたという意味で、メイヤ

ロフのいうケアとは「似て非なるもの」だったわ

けです。

同じ著書でメイヤロフは、「ケアの主な要素」

として８つを挙げ、そのひとつ、「謙遜」につい

てこう述べます。「問題はいつも、直面するその

新しい状況に対して何が適切かということであ

り、…こうした状況は、原則を単に機械的に応用

していけばよいというような過去の反復ではない

のである」と言って、ケアは「つねに新しく始め

る」ものだとしています。さらに、「謙遜はまた、

私の特別なケアが決して特権を与えられていない

のだ、と自覚することだ」とも述べています。

わたしたちの電話相談においても、傾聴に値す

る言葉だと思うのです。



２００４年度 事 業 報 告
２００４年度も愛知いのちの電話協会の電話相談活動に、多くの方々から暖かいご支援とご協力を賜りまし

た。心より感謝申し上げます。またこの１年を通じ１日の休みもなくご奉仕いただきました相談員の方々に、

改めて敬憲と謝辞を申し上げます。

１９８５年の開局以来、２９２、４２４件の電話相談を受信いたしました。２００１年からは厚生労働省の後援のもと

に自殺防止のフリーダイヤルか始まり４年目になりました。その背景には、年間３万人の自殺者の防止対

策ということがありますが、全国的な取り組みとしての、いのちの電話の果たす重要性が高まっているこ

とへの表れかと思われます。こうした事業を支えてくださった多くの支援者、電話相談員の皆様のご尽力

があってのことと重ねて感謝申し上げます。

「電話相談ボランティア養成語座」は、１５期生を養成する迎びとなりました。応募者６２名で４月２３日か

ら開講いたしました。この１５期生からは１年の研修終了後、６ヶ月の実地電話相談の研修という新しい取

り組みを試みます。

委 員 長 長 瀬 治 之

ゝ Ｗ

１４期生の養成講座への申し込みは９８名ありました。本来なら９８名全貝を対象にした養成を企画したい

のですが、体験を主体にした養成を考えると限られた人数しか養成できなくなってしまいます。そのため４

月１７日に中期の講座に進んでもらう人の面接をしました。電話相談員を養成する柱の一つは、普段なら何

気なく言葉にしてしまう自分自身のあり方に少しでも気づいてもらうことです。どれだけたくさんの知識を

身につけても電話相談の利用者の話に耳を傾ける吽、知識はほとんど役に立ちません。講義で受けた知識で

はなく、自分自身が持っている価値観、感覚で受け答えしてしまいます。養成講座の中期では、そのあたり

の価値観、感覚に少しでも目が行くように人間関係トレーニングと称して、現役の電話相談員をスタッフに

お願いして、４５名の研修生を養成しました。

１４期生の養成は２００５年度に入ってしまい、２００４年度である３月までにできた養成は、電話相談を実際に

してもらう前の準備までです。この年度の最後の研修はトライアル研修と称して、現役の相談員に利用者に

なってもらい、研修生か相談貝としてロールプレイを行うものです。１３期生の時は相談員の電話相談を実

際にモニターしてもらいましたが、守秘義務の問題もあり、１４期生に行った新しい試みです。体験を中心

にした養成を試みてきましたが、まだまだ改善すべきところがあり、２００５年度から始まる１５期生の養成に

生かされることと思います。

ペ ー



畷 心 細

… … … … … … 。 、 。 一 委 員 長 長 井 潤

毎年３回編集して皆様のお手元にお届けしている機関紙Ｆ名古屋いのちの電話」は、昨年度３月で６１号

を発刊することができました。まさに名古屋いのちの電話の歴史そのものと言うことができます。

この機関紙には最初から、表紙には文珠幹夫さんの心豊かな写真を郎らせていただき、きっと皆様も機関

紙の「顔」として、同時掲載の詩と一緒にそれぞれの想いを抱かれたことと思います。その文珠さんが大変

残念なことに、色々なご都合で６１号の表紙が最後の写真となってしまいました。これまでの文珠さんのご

奉仕と、いのちの電話への深いご理解は、どんな感謝の言葉をもってしても足りません。

昨年度のチャリティーコンサートも、出演の安田美穂子さんのご奉仕と、皆様のご協力で会場は満席の盛

況でした。ここのところ内容的に素晴らしいコンサートが続き、開催を毎回楽しみにされている方々が多く
いらっしゃることは、大変な支えとなっています。

２月には恒例の市民公開講座が開催され、福井県の観光名所（同時に自殺者が多いことでも有名？）の束

尋坊で、訪れる自殺願望者に「生きる」ことの対話を通し、自殺防止のためのＮＰＯ法人を立ち上げられて

尊い働きをされている、茂幸雄氏のお話を聞くことができました（講演内容は機関紙６１号に掲載）。

どうぞこれからも広報委員会の主催する各種催しにご注目いただき、より多くのご参加をいただきますよ

うお願いいたします。
７月には京都から森乃福郎師匠をお招きし「チャリティー寄席」を開催します。絶対来なきゃソンです。

- ５ -

ＩＺｉｌ瑕委員会…………

委 員 長 兼 田 智 彦

相談委員会は、電話相談員養成講座を終え認定された相談員の研修・ケアサポート・担当編成・環境改善・
ベルの会との連絡調整などのお世話をする委員会です。メンバーの多くは、相談員の所属しているワーカー

ズグループから選出されています。相談委員会の活動にご協力いただいた研修スタッフ・スーパーバイザー・

相談員の皆様にこの場をお借りして感謝いたします。
いのちの電話の相談員は毎年４月に相談貝としての登録を更新し、その誓約書には継続研修への参加やス

ーパービジョンを受ける権利と義務が記されています。

１継続研修は登録したすべての相談貝が所属するグルーブ別の研修で、各グループとも年間１０回以上行

いました。さらに、各グループが１回以上公開講座を行い、多くの相談員が参加しました。

、-、２スーパービジョン・ピアスーパービジョンは相談員が年１回各自行いました。スーパーバイザーとのグ

ループスーパービジョンと個別のスーパービジョンなど、電話相談の質を維持し向上させるための必須

の研修です。

３１２月１日～７日に全国的に行われた厚生労働省補助事業「自殺予防いのちの電話フリーダイヤル」に

参加し、そのための事前・事後研修を行いました。
４電話相談室のカーペットの張り替えや大掃除など、電話相談センターの環境をより良くするために改善

に努めました。

-



・・；ｔｌｌミ２蕊霧齢
委 員 長 植 田 望

２００４年度の目標として「組織全体にかかわる内容を把握し、事務局と協力しながら組織を支えていくの

が総務委貝会の役割」と考えました。

運営協議会の開催について

協会の運営を行うためにまず運営協議会の開催に重点をおきました。

迎営協議会は、養成・相談・広報・財務・総務の５委員会の委員長、ベルの会及び友の会会長、事務局長で

構成されています。会議では、各委員会の現状、事務連絡、調整など様々な情報、意見がだされました。そ

の中から今年度具体化された内容を２、３報告いたします。

（１）第１５期養成講座について

１４期養成講座までは、養成委員会に運営を一任していましたが、会議の巾で検討した結果、第１５期養

成講座については担当衣任者を長岡利貞常務理事に依頼し、講師、カリキュラムを含めて養成委員会の

中に、１４期、１５期の２つの養成講座を平行して行うことになりました。

（２）相談員の定年制の実施について
この件も会議の中で各委貝より意見が集中し、定年を迎える相談員には、事務局より文書でお知らせす

ることや、感謝の集いを行うことについても具体的な提案かなされました。

総務委員会では、今後も迎営協議会での話し合いを大切にしながら事務局の裏方として組織運営が円滑に

行われるようお手伝いする予定です。

雙惣で無グ 委 員 長 西 沢 信 正

年３回の財務委員会と２回の懇談会を開き、お互いの意見を出、し合ってきました。２００４年度の特質は、

２００２年度からの黒字財政を推進し、支出面での抑制に努め、ここ３年間安定した財務基盤を保ってきました。

しかし一方では、年々減少している収入面を立て直すことなど、運営面での活性化を図ることがこれからの

懸案となっています。

２００５年４月から開始いたしました１５期養成講座の新しい研修に伴った事業は、まず研修費に前年度同様

予算を増額することで、相談員の研修に援助、助成を考えることが話し合われました。新しい相談員を育成

するための養成研修のみならず、現役相談貝へのスーパービジョン、継続研修、課外研修等にもあてていき

ます。また、事務局の事務スタッフの補充も考えています。

ここ数年来懸念されております東海大地震に術えての予備費は、常にそれを碓保し、非常持ち出し袋、飲

料水、医薬品の補充にも当てています。事務用キャビネットの地震対策での補強や、非常用梯子も設置して

きました。常に心の準備とともに、相談貝の安全にも心がけ、万全の準備をしております。

- ６ -
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２００４年度収支計算書
ｙ単位：円

科 目 ２００４年決算
（貸方）収入の部

助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（個人）
会費（法人）
相談員・友の会会費
寄付（個人）
寄付金（法人）
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入
当期収入合計（Ａ）
前期繰越

収入合計（Ｂ）

（借方）支出の部
事業費
教育訓練費
広報費
調査研究費
会議費
特別事業費
連盟分担金
諸会費

（事業費合計）
管理費
人件費
需用費
家賃
共益費
車庫賃借料
光熱水道費
通信費
法定福利費
賃借料
旅費・交通費
文具印刷費
営繕費
消耗品費
雑費
東海地震対策費
２５周年記念事業引当

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次期繰越収支差額（Ｂ）一（Ｃ）

８５０，０００
１，０８０，０００
６００，０００
ｚ１３５，０００

０
３，（）７（），０００
ｌｌ．″７’３，０００
１！μ８，１７５
：１，１３（５８，１０４
１３２０，０００
２，２４７，０００
１Ｅ１０３，３１６
ｊ１４，９５０

１４，１３６，５４５
７．９６９．５９５

２２，１０６，１４０

３，０７６，５８６
Ｅ５２６，５５０

０
０
０

１１５９，０００
３０，０００

；ＥＩ潟９２，１３６

；３β’７４，３００

：２１μ０，０００
：１．６３，８００

０
６３４，４２２
４７４，３４０
１．：１．２，７００
：２６６，０７０
４，０００

：Ｉ．１５０，６３６
３７，０９３
１０８，９４７
：１．；３１Ｅｉ，５１１

０
１，０００，０００

９，２８１，８１９
１３，：ｌ．″７３，９５５
！｝６２，５９０
１３，９３２，１８５

２０Ｑ５年度予算、
単位：円

科 目 ２００５年予算
（ 貸 方 ） 収 入 の ー -

助 成 金 白
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（個人）
会費（法人）
相談員・友の会会費
寄付（個人）
寄付金（法人）
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入
当期収入合計（Ａ）
前期繰越

収入合計（Ｂ）

（借方）支出の部
事業費
教育訓練費
広報費
調査研究費
会議費
特別事業費
連盟分担金
諧会費

（事業費合計）
管理費
人件費

家賃
共益費
車庫賃借料
光熱水道費
通信費
法定福利費
賃借料
旅費・交通費
文具印刷費
営繕費
消耗品費

万 雑 費
東海地震対策賛
２５周年記念事業引当

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次期繰越収支差額（Ｂ）一（Ｃ）

８５０，０００
：１．，（〕（：）０，０００
１５００，０００
４（Ｘ），０００

０
；３，１（ニ）（），０００

０
１２即０，０００
１．，１五；（）０，０００
１，０００，０００
１！β（）０，０００
７００，０００
５０，０００

１３，６（）０，０００
８．９３２．１８５

２２，ｔ５；３２，１８５

；３ｊ００，０００
６００，０００
３０，０００
２０，０００
５０，０００
２３００，０００
２０，０００

ｚ１ぶ０，０００

４，０１：）０，０００

２β２０，０００
１．６３，８００

０
６５０，０００
１五；００，０００
１００，０００
Ｓ２７９，７２０
１５０，（：）００
３００，０００
１．５０，０００
釦０，０００
邨０，０００
１，０００，０００
１，Ｃ）００，０００

１１，ｊｌ，１３，５２０
１５，！：｝；３３，５２０
１！β３３，５２０
（５β５｝８，６６５

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの電話

０２０年間の受信件数の推移（１９８５年フ月～２００４年１２月）

１９８５年の開局からの受信件数は、２９２、４２４件でした（うち無言電話の５５、４４９件を含ｔｒ）。２００４年度の１日あたりの平均受信件数
は５５件になります。
２００１年度から始まりました厚生労働省の後援による、自殺予防のフリーダイヤルは４年目を迎え、１２月１日から７日までの１

週間で３１１件（無言電話の３５件を含む）を受信しました。２００５年度もフリーダイヤルは続行されることになりました。

０２０年間の受信件数（１９８５年～２００４年）
１９８５ ７９８６ １９８７ １９８８ １９８９ １９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５

男性 １，４６５ ３，６２６ ４．７２１ フ，６０３ ６，９７９ ５，６７０ ４．９７０ ５．２１０ ６，０６９ ５，５１４ ６，０２５
女性 １．９０５ ４．０７１ ４，７００ ５，２２４ ３，９０５ ３，４６９ ３．８３６ ４，０９４ ４．３０６ ４，１２５ ３，９１１
無言 ５７３ １，４６６ ２，２２７ ４．３５６ ４，２３２ ３，５０４ ２，８８２ ３，１８９ ３，３０６ ２，９８１ ２．３８５
合計 ３，９４３ ９，１６３ １１，６４８ １７，１８３ １５．１１６ １２，６４３ □，６８８ １２，４９３ １３，６８１ １２，６２０ １２，３２１

１９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ 合 計
男性 ６．０３８ ６，３０１ ５，９８９ フ、３６４ ９，８００ ８，１１４ ９．１７３ ９，２１５ ８，Ｇ４７ １２８、４９３
女性 ３，９６６ ４，９４０ ６，３９２ ８，２８９ ８，３５フ ８，７４９ ８，０１０ フ，８８５ ８，３４８ １０８．４８２
無言 ２，２８５ １，９４２ １．９１３ ２，６１０ ３，９６２ ２，６１７ ２，７８３ ３，１８４ ３，０５１ ５５，４４９
合計 １２，２８９ １３．１８３ １４，２９４ １８，２６３ ２２，１１９ １９．４８０ １９，９６６ ２０，２８４ ２０，０４６ ２９２，４２４

１００００

８０００

６０００

４０００

２０００

０

２５０００

２００００

１５０００

１００００

５０００

０

ロコ女性
- １

-一一
１ ９ ８ ５ 「 ８ ６ ‘ ８ ７ ‘ ８ ８ ’ ８ ９ １ ９ ０ ‘ ９ １ ‘ ９ ２ ‘ ９ ３ 「 ９ ４ １ ９ ５ ‘ ９ ６ １ ９ ７ 「 ９ ８ １ ９ ９ ２ ０ ０ ０ ‘ ０ １ ‘ ０ ２ ‘ ０ ３ ’ ０ ４

一 僣 一 合 計

１ ９ ８ ５ ’ ８ ６ ‘ ８ ７ １ ８ ８ ‘ ８ ９ ‘ ９ ０ ’ ９ １ ‘ ９ ２ ‘ ９ ３ ‘ ９ ４ ‘ ９ ５ ‘ ９ ６ ‘ ９ ７ １ ９ ８ ‘ ９ ９ ２ ０ ０ ０ ’ ０ １ ‘ ０ ２ ’ ０ ３ １ ０ ４

- ８ -
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Ｗ

令

２００４年相談内容別受信件数（１月～１２月）〔除く無言電話〕

人生 家族 夫婦 男女 対人 医療 教育 性 法律経済 情報提供 その他 総計

総計
男 １，４４１ ５４９ ６０４ ６０２ ５８５ １，７１８ ９３ １，８７６ １０３ １５３ ９２３ ８，６４７

女 １，３６３ １．６２５ ６４０ ５３１ １，３４２ ２，２６１ □１ １１３ １０５ ９８ １５９ ８，３４Ｂ

計 ２，８０４ ２，１７４ １，２４４ １，１３３ １，９２７ ３．９７９ ２０４ １，９８９ ２０Ｂ ２５１ １，０８２ １６，９９５

１８ワ６

！

２，２６１

！
皿

１，３４２

９。-

１，３６３

女８，３４８件

５３１

６４０

- ９ -

６０４

１，６２５

巨］人生
口 四
皿Ｌ［トｓ
匯 ］ 敷
回萱押人
麟 目 四
回Ｈｌｎ
Ｅ回詐
㎜法律経済
回ヨ情報提供
［二そのや

匡丿人生
ロ コ 匹
ｍⅢ卜婦
㎜ 敷
畷弼対人
麟 医療

回 国 ｎ
吻 せ
團法律経済
四情報提供
ニ ベ ） ｔ



ご援助ありがとうございます
２００５年２月より５月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に

報告を申し上げます。（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。

賛助会員Ａ

点

商

ｊＷＩ

明
子
子
晃
春
子智

亨
博
邦
正
満

田
合
塚
守
田
岡

岩
落
大
藩
神
吉
名古屋学院大学宗教部

枝
雄
輝
夫
る
樹
子
泉
子
夫

は

つ

吉
幸
幸
淳
み
正
ま
佳
輝

田
藤
深
戸
田
森
深
尾
戸
田

島
加
柳
坂
福
大
小
平
榎
神

沢
安

西
冨
小笠原
宮之原

正
子
覚
弘
寿

信
玲

健次郎
永渫寺岡島博司

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理事長

次
子
代
男
子
子
喜
乃

顕
律
和
幸
和
英
信
志

藤
野
上
本
島
村

伊
水
川
梨
菊
大

野村純一
財務委員会

美江子
義
成
代
夫
子

信
厚
将
正
祐

保
恵
子
子
子
子
枝
拓
子
子
子

理
倫
幸
作
朗
直
博
尋
律

田
田
藤
馬
藤
田
藤
川
本
藤
原

塩
豊
加
相
伊
石
近
細
岡
武
安

男
子
浩
真
子
邦

庸
彬
之
弘
正

田
‘
田
原
谷
林
川

岡
豊
石
水
小
内

石
安
石
山
山
和
白
杉
小
山

川
原
嶋
口
口
久
石
山
室 美奈子
田 美 代 子

- １ ０ -

彦
子
吾
夫

靖
米
信
勇

谷
嶋
東
谷

原
中

梶
田

粕
武
坂
入
林 喜代乃

司
世
夫
子
子

康
和
美
’
佳
及

田

井

富

里

１
菅
初
常
宮

新胡祈の家ヘルモン荘松田一路 筒山光弼・成子

東 尋 坊
２月の「いのちの電話市民公開講座」で、自殺の名所という不名誉な観光地の福井

県東尋坊で自殺防止活動のＮＰＯを立ち上げてボランティア活動をされている、茂幸
雄氏の尊いお話を聞く機会を得た。（その講演の要旨は機関紙６１号に掲載されている）
その折氏と直接お話をし、私が永年不可解であったことが理解できた。
というのは、私は何度か東尋坊へ行ったことがあるが「なぜ、ここで人が命を絶つ

ことができるのか」が不思識でならなかったからである。たかだか３０数メートルの断崖から海に飛

び込んでも致命傷とはなり得ず、まして泳げる者なら本能的に泳いで助かる（死ねない）筈だし、ま
さか霊のようなものが海中から人を引っぱる訳がないからである。実は東尋坊での自殺者は何度か途
中の崖に自分の身体をぶっつけ、その結果意識を失ったり骨折することによる「溺死」だそうで、若
い人はなまじジャンプカがあるので直接海に落ちて助かるケースが多いそうである。しかも成功率

（？）は２割。あと８割の人（大多数）は、自殺失敗の結果、心と身体とに大きな傷を持ってしまう
と い う 悲 惨 な 現 実 ？ ウ １ あ 、 る そ う で あ る 。 ∧ ＼ レ゛ ● 。 ゛ ４ ● ● ｌ゛ Ｉ 、 ｆ ｀ ・ ｆ ゛ ・ ． Ｉ ・
観光地の考え、芯、７ヽ之ｉ‘とは時々首を傾げたくなることがあるカ１、。こめ束尋坊では自殺者の多いことさえ、

観光のセールスポイントの一つにしようとする動きがあると聞ｙく＼ぶトそれよりも、東尋坊での自殺とい
う行為が、いかに割に合わないことかをもっと宣伝していたＪだけたらと、そんな思いを持った。

（Ｊ．Ｎ．）

賛助会員Ｃ

子
二
玄
男
子
幸
代
江
夫
江
助

愛
築
良
邦
久
四
久
英
心
康

田
田
山
本
田
川
西
原
内
本
井

吉
中
青
橋
岩
相
寺
梶
宮
榎
笠

小川義雄・マリ子

賛助会員Ｂ

勇
一
子
児
志
夫

洋
洋
孝
武
恒

山
嶋
畑
野
木
岡

小
小
田
小
ハ
牧

や

戸



岬`

↑

山
藤
田
藤
松
原
瀬
川

村
加
前
斉
小
川
成
細
多和田

一 枝

登茂子
誠 一
喜世子
フサ子

恵
佳 子
美代子
いみ子

春日部
中
尾
下
野
藤
谷
岡

田
神
山
水
佐
林
中
北

道
さち子
初 子
タカ子
子
一
子
子
啓

碍
辰
郁
塩

日本福音ルーテル復活教会婦人会

寄付金
子
之
智
子
子
子
子
子
正
子

し

奈

倫
博
祐
良
よ
和
洋
信
美

川
口
木
田
岡
山
崎
井
沢
賀

山
野
鈴
原
風
市
岡
永
西
須

ゑ
子
子
子
美
美
策
邦
人
子

さ

恵

い
哲
智
純
江
多
太
正
漠
容

橋
内
田
田
藤
崎
川
山
原

舟
竹
太
林
豊
近
江
内
柴
石

日本キリスト教団鳴海教会

徳
子
弘
子
子
子
子
子
正

恵
つ
シ

忠
和
将
智
あ
ヨ
映
弘

田
田
谷
出
木
藤
田
岡

々

福
鶴
神
中
佐
須
森
寺
福

日
木
村
植
藤
塚
岡
川
田
原

四
鈴
野
柘
佐
大
長
小
榊
梶

金城学院高等学校

薫
拓

純 一
幹 夫
あさ子
子
貞
泰
子
寿

博
利
邦
陽

子
子
子
輔
治
史
子
美
紀

ろひ
陽
節
捻
義
浩
京
明
厚

内
沢
谷
川
川
島
崎
岡
栗

竹
井
水
石
相
高
山
金
小

□
田
田
島
田
田
川
田
原
木

原
神
豊
小
吉
石
中
宮
安
見

友 和
喜代子
恵
江
子
美
子

理
初
郁
妙
鋪
喜代子
律 子
靖 美

名古屋学院大学宗教部
愛知教会女性の会日本キリスト教団名古屋教会名古屋神召キリスト教会
聖ドミニコ宣教修道女会岡崎修道院名古屋北教会社会奉仕委員会
金城教会福祉社会委員会川名山聖霊修道院南山幼稚園
財団法人後藤報恩会㈱オティックス
理研産業株式会社幼き聖マリア修道院
㈱陣内工業所

賛助寄付
㈱三誘ブレシジョン
㈱槌屋
トヨタＬ＆Ｆ中部㈱
立松モールドエ業㈱

ホ ー ユ ー ㈱

㈱杉浦製作所
名東歯車㈱
武田機工㈱

名古屋北教会社会奉仕委員会
道 院 南 山 幼 稚 園
万能工業㈱
在日大韓基督教会女性会
崇覚寺

藤
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日本基督教団南山教会
カトリック日比野教会
カトリック東山教会
光ケ丘女子高等学校

黒 金 化 成 ㈱ ㈱ Ｃ Ｔ Ｋ
㈱中外
東名サニタリー㈱

㈱ み ど り 造 園 杉 山 工 業 ㈱
水野精麦倉庫㈱名古屋中村法人会
東海テレピ福祉文化事業団

㈱ ミ ヤ タ コ ー ポ レ ィ シ ョ ン トヨタ自動車㈱

アサダ㈱

豊田合成㈱

名 古 屋 い の ち の 電 話 友 の § 便 り

「友の会」は名古屋いのちの電話の活動を機会ある毎に応援することを目的に、この５年間仲間づく
りに励んできました。去る４月２９日に２００５年度の総会を開催し、和やかな懇親のうちに活動の状況
を確認し合い、今年度も会員の増強をはかり奉仕活動の拡大に努めることを申し合わせました。
現在の会員数は５０～７０名ですが、内に秘めたいのちの電話への思い入れと奉仕の熱情は計り知れ
ません。毎月第３水曜日月例集会の他必要に応じて奉仕活動を進めていきます。今年度の役員は会
長木本精之助副会長金森タイ中川幸子（新任）轡記太田智恵子会計梶原久江監事
常 富 佳 子 が 承 認 さ れ ま し た 。 積 極 参 加 を 心 よ り 歓 迎 致 し ま す。 （ 木 本 精 之 助 ）

- １ １ -



名古屋ぬのちの電話

や り テ ィ ー 寄 席
出 演 森 Ｚ ３ 福 郎 笑 福 亨 喬 若

７月１６日（土）開演１５：００（匯１１場１４：３ｏ）
名古屋中央教会（地下鉄「栄」５番出口すぐ）

全自由席２０００円
■主催名古屋いのちの電話■後援中日新聞社ＮＨＫ厚生文化事業団 嶽

‘ ｀ ｉ ｌ ｉ ‘ ｌ ｉ Ｑ ｚ 限 ヽ ｙ 心
・ - ・ ・ - ・ → - ・ → - ・ - ４ ｓ - ・ - ← - ・ - ← - ・ → - ・ → - ・ → - 。 ロ

●→-●-ｑ●--・一ｄかー・→--→-・→---●●-・→一ｔｊｌ助会員を募集しています１→一●→-●→--・→-・→-・→-●→-・→-．Ｉ

に ‾ ・ - 一 一 - １° ご 協 力 を お 願 い し ま す

ｔ い つ も 資 金 ボ ラ ン テ ィア と して 会 費 や ご 寄 付 を い た だ き 有 難 う ご ざ い ま す。 心 か ら 御 礼 申 し 上 げ ま す。 ｔ

ｔ 会 貝 の 皆 様 の 倍 旧 の ご 支 援 と 共 に ， 会 員 増 加 の 運 動 に も お カ 添 え を 賜 り ま す よ う お 願 い し ま す 。 ｔ社 会 福 祉 法 人 と して 寄 付 金 の 税 法 上 優 遇 措 置 が 受 け ら れ ま す。 誠 に 失 礼 で す が 振 込 票 を 同 封 さ せ て い

ｔ た だ き ま す 。 ご 利 用 く だ さ れ は 幸 い で す 。 キ
（ １ ） 法 人 会 費 年 間 ５ 万 円 ・ １ ０ 万 円 ・ ２ ０ 万 円 ゛

ｔ （ ２ ） 賛 助 会 員 （ 年 間 １ □ ） Ａ １ ０ ， ０ ０ ０ 円 Ｂ ５ ， ０ ０ ０ 円 ｃ ３ ， ０ ０ ０ 円 ｔ

ｔ （ ３ ） 一 般 寄 付 は ご 自 由 な 金 額 で 結 俳 で す １（４）夏期・年末寄付

ｔ □ 座 名 社 会 福 祉 法 人 愛 知 ぃ の ち の 電 話 協 会 １
口座番号ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９

１ 郵 便 振 替 口 座 ０ ０ ８ １ ０ - ８ - ５ ３ ７ ５ ８ １

１ お 問 い 合 わ せ … 社 会 福 祉 法 人 愛 知 ぃ の ち の 電 話 協 会 名 古 屋 ぃ の ち の 電 話 事 務 局 ｓ ９ ７ １ - ５ １ ８ １ ｔ
一 一 一 - ・ - - ・ 一 ・ - ・ - ・ 一 一 -

〒４６１-８６９１
事 務 局 き
相 談 電 話 昔・携帯相談電話

０５２-９７１-５１８１
０５２-９７１-４３４３

- か ー ・ → 一 ● → 一 ● 一 ● 卜 - ● → - ● → 一 ・ ・

- １ ２ -

- - ・ ・ - ・ - - ・

２００５年夏

２００５年７月１日発行
発 行 人 野 村 純 一
編 集 人 広 報 委 員 会

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

編集後記

今月号から表紙の写真が替わりました。１９８５年発行の本紙第２号から今年３月の第６１号まで連続６０回、実に２０｛
年の長きに、わたってあたたかく親しみやすい写真を提供し続けてくださった文珠幹夫さんが、海外での多忙なボラン
ティア活動のため退かれることになりました。長年のご奉仕に心から厚くお礼巾し上げます。

今月号からは地元の写真家中島初男さんにご登場いただきます。中鳥さんは１９８０年代後半から富士山や鈴鹿の「な
ごの大くす」など、風景写真や人物写真を巾心に写歴を積み重ね、自らグループ展を主宰するなど行動的な制作活動
で知られるベテラン写真家です。表紙の写真は樹齢千年を超すといわれる「なごの大くす」です。孤高のなかに凛と
して立つゆるぎない存在感がみごとに表現されています。これからもどうぞご期待下さい。（Ａ）

名古屋東郵便局私書箱第２５７号
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９

ＮＴＴドコ。モ東海「＃９５５６」


